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東日本大震災

発生日時：2011年3月11日
震源：三陸沖
マグニチュード：9.0  
最大震度：  7

被害（2023年3月時点）
死亡：15900人
行方不明：2523人



原子力災害

避難者数：164,865人（2012年5月）→27,399人（2023.3)



F-REIを福島浜通りに設立する意義



F-REIの始動

開所式2023年4月1日



F-REIの場所（福島県浪江町）

浪江焼きそば
（B級グルメ大賞）

磐城壽（ことぶき）常磐もの

鉄腕 DASH (日本テレビ）
東京電力福島第一原発（浪江町から約10 km）



F-REIの組織体制

内閣総理大臣 文部科学大臣
厚生労働大臣 農林水産大臣
経済産業大臣 環境大臣

主務大臣として共管（
7年間（～R12度）の中期目標



F-REI ４つのミッション

東北の復興を実現するための、

世界に冠たる「創造的復興の中核拠点」を目指す。

F-REI

好循環

産業化
産学連携体制の構築
実証フィールドの活用

被災地 福島での優位性
“福島ならでは”の研究研究開発

拠点のネットワーキング
既存施設・予算の集約

司令塔
機能

人材育成地域の未来を担う
若者の育成



福島国際研究教育機構 F-REI
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日本や世界の抱える課題、地域の現状等を勘案し、福島の優
位性を発揮できる５分野を基本とした研究開発を実施する。

① ロボット
② 農林水産業
③ エネルギー
④ 放射線科学・医療創薬・産業利用
⑤ 原子力災害に関するデータ集積と発信

F-REIの主要研究分野
研究開発

CO₂大量吸収等の機能を付与した
植物生産

瓦礫内走行ロボット イチゴ内部の糖分（11C 標識）
の分布



原子力災害のデータの集積と発信、まちづくり研究

研究開発 第5分野

森林の植生、土壌など放射能汚染からの環境回復にかかる環境動態計測の
継続とデータベースの構築、それらの情報発信と、コミュニティの合意形
成を促進する社会科学的研究を推進することで、未来の活気ある街づくり
に貢献する。

（【骨太の方針 基本方針5】抜粋）

✓ 福島浜通りの人流増加を促す

（にぎわい，なりわい，産業の創出）

✓ 甚大な災害後の復興モデルを提示，次の災害に備える

ノウハウを示す

（防災への貢献）



原子力災害のデータの集積と発信、まちづくり研究

研究開発 第5分野

健康・メンタルヘ
ルス調査

長期環境動態
モニタリング

人間活動影響/移行
抑制対策の評価

安心・安全な居住環境整備のための研究

技術イノベーション
（分野間連携）

地域住民との双方向
コミュニケーション

新たなコミュニティ形
成（地域の回復力）

地域連携による
適応型都市計画

産業化の多様性
（経済回復）

人材育成 施策・防災提案 国際協力

被災地域のウェルビーイングの確保・向上

原
子
力
災
害
に
関
わ
る
デ
ー
タ
・知
見
の
集
積
・発
信

まちづくり研究（にぎわい、なりわいの創出）

福島復興防災モデルの提案



F-REI第5分野の波及効果のイメージ

F-REI

革新的なRI医薬品開発

大学・研究機関と連携
した臨床試験の実施

健康長寿社会の実現

水素の効率的貯蔵
技術の開発

浜通り地区を実証フィールド
として活用

福島型スマートシティ
モデルを構築

高CO2吸収植物の開発

未活用地を圃場として
利用した実証栽培施

カーボンニュートラル社会
への貢献

困難環境下で活用可能な
ロボット開発

ロボットテストフィードで実証

災害や人手不足に影響さ
れない社会モデルを実現

災害に対して強い安心・安全な
社会モデルを実現

防災に寄与する福島復興・防災
モデルの創出

人々（帰還者、移住者）が調和しながら
暮らす、まちづくり



F-REIトップセミナー
人材育成

14高校・大学



体験講座の開催
人材育成

エフレイによる地域の未来を担う
若者世代の人材育成の取組の一環と
して、エフレイ・サイエンスラボ
「放射線をさがせ」を開催。

放射線計測実習 自ら作成した霧箱で放射線を見る



F-REI市町村座談会
研究開発・産業化



研究教育機関および自治体等との連携協定
研究開発と人材育成



・福島をはじめ東北の復興を実現するための夢や
希望となることを目指します。

・我が国の科学技術力・産業競争力の強化を牽引
し、経済成長や国民生活の向上に貢献します。

世界に冠たる「創造的復興の中核拠点」として
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